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平成 2７年度 9 月 SSH 活動記録 

 

平成 27 年度 9 月の球陽高校 SSH の取り組みを紹介します。 

 

 

 

 2015.09. ▮ 気象予報士 仲宗根朋美キャスター 

 9 月 5日(土)13:30～15:00 に QAB 琉球朝日放送所属気象予報士 である仲宗根朋美キ

ャスターが球陽高校に来校しました。仲宗根キャスターが気象予報士を目指した理由

や、気象予報士になる前に築いてきたキャリアなど、気象予報士や気象キャスターに

興味がある人にとっては大変有意義な話をしてくれました。 

   

 
・たった 5分の放送にこんなにたくさんの時間がかかるなんて、びっくりしました。

気象キャスター自身も天気図をかくっていうのは初めて知りました。私は前から天気

予報に興味があったのでプロのお話聞くの楽しかったです。ありがとうございまし

た！！ 

・番組のセットが CG だということを初めて知りました。何か裏を知った感じがして面

白かったです。気象予報士になることの難しさが改めて分かりました。また 5分の番

組に約 5時間の準備時間がかかるのはとても大変ですごいなと思いました。 

・ただ原稿を読むだけが仕事だと思っていたのが話を聞くととっても能力が必要で、

忙しいことを知って、本当に驚きました。 

・この講演をきっかけに天気コーナーの見方が変わりそう。情報を伝えることの大変

さ、大切さを感じた。 

 



 

 

 2015.09. ▮  

SSH Science Lecture at Kyuyo SHS 

Journey through a chemical kaleidoscope 

 9 月 25 日（金）の 3，4校時にシンガポールから Dr. Kelvin Tan が英語でシンガポ

ールの事や化学の事を教える講座をしてくれました。Dr. Kelvin Tan は Hwa Chong 

Institution Head of the Chemistry Research Unit という化学研究主任です。身近

にあるたくさんの化学を紹介してくれました。 

  

 

・「Don’t be afraid of fail」「Passionately curious」というフレーズが心に残りまし

た。初めての英語だけの講演会で、少し緊張していましたが、楽しく受けることができたので

よかったです。 

・「何かを見つけた！できた！のよろこびが原動力に変わる」そうです。そんなふうに思える

ような事を、私も早くみつけたいです。 

・英語にもなまりがあることを知りました。分かる単語を頑張ってひろって聞いていたけどや

っぱりむずかしかった。 

・英語のほとんどは理解することはできませんでしたが、先生のジェスチャーや簡単な語句か

ら、推測することはできました。ずっと笑顔で説明してくれて、楽しい 1時間でした。 

最高の形で締めくくることができて良かったと思います。 


